
答
　
議
会
推
薦
の
制
度
は
な
く
な

っ
た
が
、
議
員
が
推
薦
さ
れ
る
こ

と
や
、
自
ら
応
募
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。

○
行
田
市
南
河
原
地
区
簡
易
水
道

事
業
を
行
田
市
水
道
事
業
に
統
合

す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

問
　
国
は
簡
易
水
道
事
業
を
他
の

水
道
事
業
と
統
合
す
る
こ
と
を
推

進
し
て
い
る
が
、
南
河
原
地
区
簡

易
水
道
事
業
を
統
合
し
な
か
っ
た

場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
等
は
あ
る
の

か
。

答
　
現
在
、
国
か
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ

等
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
般

会
計
か
ら
簡
易
水
道
事
業
へ
の
繰

出
基
準
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
お

り
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

○
平
成
28
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）
に
つ
い
て

問
　
農
業
法
人
雇
用
促
進
体
制
整

備
事
業
費
補
助
金
の
対
象
と
な
る

施
設
設
備
の
範
囲
に
つ
い
て

答
　
農
作
業
の
環
境
改
善
に
資
す

る
も
の
で
、
例
え
ば
、
高
齢
者
や

女
性
、
障
害
者
が
農
作
業
を
行
う

上
で
作
業
し
や
す
く
な
る
機
械
設

備
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

平成28年12月 定例市議会
※まち…まちを住みよくする会　 
　　　　　　（賛成：○　反対：×）

　 
（市長提出議案） 

　
当
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
５
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

○
行
田
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問
　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
に
関
し
、
な
ぜ
施
行
日
が
平

成
30
年
１
月
１
日
な
の
か
。

答
　
平
成
29
年
１
月
か
ら
の
特
定

一
般
用
医
薬
品
等
の
購
入
か
ら
、

医
療
費
控
除
の
特
例
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
賦
課
期
日
が
平
成

30
年
１
月
１
日
で
あ
る
た
め
、
施

行
日
を
平
成
30
年
１
月
１
日
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

○
平
成
28
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
世
帯
定
住
促
進
奨
励

金
に
関
し
、
補
正
予
算
金
額
３
８

０
万
円
の
内
訳
は
。

　
　
市
内
事
業
者
施
工
奨
励
金
及

び
三
世
代
同
居
・
近
居
奨
励
金
の

不
足
分
と
し
て
19
件
、
３
８
０
万

円
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
転

入
者
住
宅
取
得
奨
励
金
に
つ
い
て

は
、
当
初
予
算
の
範
囲
内
で
支
出

可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
見
込
ん
で
は
い
な
い
。

問
　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

に
関
し
、
第
２
子
は
半
額
、
第
３

子
は
無
料
と
あ
る
が
、
第
２
子
、

第
３
子
の
制
度
上
の
範
囲
は
。

答
　
年
収
３
６
０
万
円
ま
で
の
世

帯
に
つ
い
て
、
以
前
で
は
第
１
子

が
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
の

間
で
あ
れ
ば
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

る
子
が
第
２
子
と
し
て
補
助
を
受

け
ら
れ
、
第
１
子
が
小
学
校
４
年

生
以
上
に
な
る
と
、
幼
稚
園
に
通

っ
て
い
る
子
が
第
２
子
で
は
な
く
、

制
度
上
第
１
子
扱
い
と
な
り
、
保

育
料
の
負
担
軽
減
が
限
定
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
今
回
小
学
校
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
間
が
第

１
子
と
い
う
条
件
が
な
く
な
っ
た

た
め
、
第
１
子
が
ど
の
よ
う
な
学

年
等
で
あ
っ
て
も
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
る
子
が
第
２
子
で
あ
れ
ば
、

全
て
補
助
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
所
得
が
高
い

世
帯
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
制
度

が
適
用
と
な
る
。

問
　
学
用
品
費
等
補
助
金
に
関
し
、

就
学
援
助
費
の
受
給
者
が
相
当
数

増
え
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、
こ

れ
だ
け
就
学
援
助
を
受
け
る
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
対
し
、
教
育
委
員
会
と

し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
就
学
援
助
者
の
増
に
つ
い
て

は
、
社
会
情
勢
に
よ
り
家
庭
の
収

入
が
減
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
認
識
し
て
い
る
。

　
当
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
４
議
案
及
び
総
務
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
審
査
依
頼
を
受
け
た
１

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

○
行
田
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

定
数
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

問
　
新
設
の
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
。

答
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
担
当
地
域
に
お
い
て
現
場
活
動

を
行
う
こ
と
が
主
体
業
務
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
公
選
制
が
廃
止

さ
れ
、
公
募
・
推
薦
に
よ
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
が
、
推
薦
母
体
は

ど
う
い
っ
た
も
の
に
な
る
の
か
。

答
　
推
薦
で
き
る
団
体
の
法
律
上

の
定
め
は
な
く
、
法
人
や
任
意
の

団
体
で
あ
っ
て
も
推
薦
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
が
、
農
家
組
合
や

自
治
会
な
ど
地
域
団
体
か
ら
の
推

薦
を
想
定
し
て
い
る
。

問
　
応
募
者
が
定
数
と
同
数
で
あ

っ
た
場
合
は
選
考
も
な
く
、
全
員

が
農
業
委
員
に
な
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
。

答
　
応
募
者
の
識
見
の
判
断
な
ど
、

必
要
に
応
じ
て
選
考
委
員
会
を
設

け
、
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。

問
　
市
議
会
議
員
も
農
業
委
員
の

公
募
に
応
募
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
動
き
◯ 

審
査
概
要
・
活
動

問答問答

問答

問答

問答問問問 答答

建
設
環
境
常
任
委
員
会

　
当
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
５
議
案
及
び
総
務
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
審
査
依
頼
を
受
け
た
１

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
行
田
市
高
齢
者
等
介
護
慰
労
手

当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

問
　
認
知
症
で
要
介
護
２
・
３
の

方
の
介
護
者
が
支
給
対
象
外
と
な

っ
た
理
由
は
。

答
　
従
来
の
被
介
護
者
の
認
定
基

準
は
、
寝
た
き
り
で
要
介
護
４
・

５
の
方
と
認
知
症
の
方
の
２
本
立

て
で
あ
っ
た
が
、
同
一
の
基
準
に

統
一
し
た
た
め
、
結
果
的
に
対
象

外
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ

る
。

問
　
対
象
外
と
な
っ
た
被
介
護
高

齢
者
等
へ
の
支
援
は
。

答
　
現
在
も
行
っ
て
い
る
認
知
症

相
談
会
や
徘
徊
高
齢
者
等
早
期
発

見
シ
ー
ル
及
び
今
年
度
か
ら
開
始

す
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
等
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。

○
行
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

問
　
最
大
４
万
円
の
国
保
税
引
き

上
げ
と
な
る
が
、
家
族
で
就
労
し

て
い
る
世
帯
で
は
、
す
ぐ
最
高
額

に
達
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

答
　
今
回
の
改
正
に
よ
り
４
万
円

の
引
き
上
げ
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

被
保
険
者
４
人
、
う
ち
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
が
２
人
で
、
そ

の
う
ち
１
人
に
所
得
が
あ
り
、
か

つ
固
定
資
産
が
な
い
場
合
、
所
得

が
１
０
７
６
万
円
以
上
の
世
帯
で

あ
る
。
仮
に
世
帯
所
得
が
６
４
３

万
円
の
世
帯
の
場
合
は
、
引
き
上

げ
額
は
１
万
円
と
試
算
し
て
お
り
、

４
万
円
の
引
き
上
げ
と
は
な
ら
な

い
。

○
平
成
28
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
回
）
に
つ
い
て

問
　
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）
を
単
身
世
帯
で
入
院
中
ま

た
は
申
請
内
容
が
理
解
で
き
な
い

た
め
申
請
し
な
い
方
へ
の
対
策
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
臨
時
福
祉
給
付

金
給
付
事
業
で
は
、
市
報
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
に
加
え
、

申
請
の
再
勧
奨
を
行
っ
て
き
た
が
、

こ
う
し
た
方
へ
の
対
策
も
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
介
護
事
業
所
で
導
入
す
る
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
　
腰
や
太
も
も
等
に
ベ
ル
ト
で

固
定
し
、
モ
ー
タ
ー
や
人
工
筋
肉

を
通
じ
て
介
護
作
業
を
補
助
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
を
通
じ
、
介
護
従

事
者
の
負
担
軽
減
及
び
離
職
防
止

を
図
っ
て
い
く
。

　
11
月
22
日
に
12
月
定
例
会
運
営

の
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
、
会

期
日
程
、
議
案
及
び
請
願
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
一
般
質
問
の
発
言
順
序

を
く
じ
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
29
日
に
は
議
員
提
出
議

案
に
よ
る
議
事
日
程
の
追
加
に
つ

い
て
、
12
月
２
日
に
は
発
言
訂
正

の
申
出
に
関
す
る
こ
と
、
５
日
に

は
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同

補
充
員
の
選
挙
の
取
り
扱
い
等
に

つ
い
て
、
16
日
に
は
議
員
提
出
議

案
に
よ
る
議
事
日
程
の
追
加
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
会
議
終
了
後
に
次
期

定
例
会
の
日
程
（
予
定
）
に
つ
い

て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
12
月
定

例
会
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。

○
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ

の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
地
方
創
生
が
、
我
が
国
の
将
来

に
と
っ
て
重
要
な
政
治
課
題
と
な

り
、
そ
の
実
現
に
向
け
大
き
な
責

任
を
有
す
る
地
方
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
方

議
会
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
方
行
政
の
広
範
か
つ
専
門
的
な

諸
課
題
に
つ
い
て
住
民
の
意
向
を

く
み
と
り
、
的
確
に
執
行
機
関
の

監
視
や
政
策
提
言
等
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
議
会
議
員
は
、
議

員
活
動
の
ほ
か
地
域
に
お
け
る
住

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
様
々
な
議
員

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
近
年
に
お

い
て
は
、
都
市
部
を
中
心
に
専
業

化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
一
方
で
、
統
一
地
方
選
挙
の
結

果
を
み
る
と
、
投
票
率
が
低
下
傾

向
に
あ
る
と
と
も
に
無
投
票
当
選

者
の
割
合
が
高
く
な
る
な
ど
、
住

民
の
関
心
の
低
さ
や
地
方
議
会
議

員
の
な
り
手
不
足
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
層
か

ら
の
政
治
参
加
や
地
方
議
会
に
お

け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地

方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
の

た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
実
現
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先
　
衆
議
院
議
長
・
参
議

院
議
長
・
内
閣
総
理
大
臣
・
内
閣

官
房
長
官
・
総
務
大
臣
・
財
務
大

臣
・
厚
生
労
働
大
臣
）

○
行
田
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
た
本
市

一
般
職
及
び
特
別
職
の
給
与
改
定

等
に
準
じ
て
、
市
議
会
議
員
の
期

末
手
当
に
つ
い
て
も
改
定
を
行
う

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

議
案
番
号

会派名及び議員名
議
　
決
　
結
　
果

黎明 21 新政策研究会 発言と行動
する会 公明党 日本

共産党
まち
（※）

　議案名

加
　
藤
　
誠
　
一

吉
　
野
　
　
　
修

秋
　
山
　
佳
　
于

新
　
井
　
教
　
弘

梁
　
瀬
　
里
　
司

平
　
社
　
輝
　
男

松
　
本
　
安
　
夫

野
　
口
　
啓
　
造

柴
　
﨑
　
登
美
夫

野
　
本
　
翔
　
平

小
　
林
　
友
　
明

香
　
川
　
宏
　
行

吉
　
田
　
豊
　
彦

細
　
谷
　
美
恵
子

高
　
橋
　
弘
　
行

石
　
井
　
直
　
彦

江
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第47号 平成27年度行田市一般会計歳入歳出決算認定について 認定

議
　
　
　
　
　
　
長

第55号 平成28年度行田市一般会計補正予算（第３回） 可決

第56号 平成28年度行田都市計画行田市下水道事業費特別
会計補正予算（第１回） 〃

第57号
行田市職員の給与に関する条例及び行田市特別職
の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を
改正する条例

〃

第58号 行田市職員の退職手当に関する条例の一部を改正
する条例 〃

第59号 行田市税条例等の一部を改正する条例 〃

第60号 行田市都市計画税条例の一部を改正する条例 〃

第61号
行田市議会議員及び市長選挙における選挙運動用
自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正
する条例

〃

第62号 行田市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進
委員の定数を定める条例 〃

第63号 行田市高齢者等介護慰労手当支給条例の一部を改正す
る条例 〃

第64号
行田市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例

〃

第65号
行田市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例

〃

第66号 行田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〃

第67号 行田市都市公園条例及び行田市体育施設設置及び
管理条例の一部を改正する条例 〃

第68号 行田市南河原地区簡易水道事業を行田市水道事業に
統合することに伴う関係条例の整理に関する条例 〃

第69号 行田市火災予防条例の一部を改正する条例 〃

（請願）

（議請）
第5号

労働時間の規制強化を国に求める意見書提出につい
ての請願

不採
択

議
長

（議員提出議案）

（議）
第5号

行田市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例 可決

議
長

第6号 地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書 〃

※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合は議長裁決となります。）

問問 答答 答


